
活動団体名：天理市環境連絡協議会
活動地域 ：奈良県 天理市

活動テーマ 環境・エネルギー・まちづくり

防災を軸にしたエコシティ天理ＳＤＧｓ推進

令和3年度 環境で地方を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果報告会 発表資料
活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む ✓

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む
昨年度までの‟環境整備“を経て、今年度より事業化に取組む
昨年度までの‟環境整備“と‟支援チーム派遣（事業化支援）”を受けて引き続き事業化に取組む



天理市

• 人口 63,000人

• 歴史、文化、宗教

• 教育、スポーツ

• ベッドタウン

• 農地、里山、山辺の道

奈良県教育委員会発行資料より
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活動団体紹介 天理市環境連絡協議会の概要

・設立：天理市環境基本計画のもと、地域連携と協働の場として2015年2月に設立

・構成：市民、市民団体、事業者、学識経験者、天理市

・活動：天理の環境をより良い状態で次世代に引き継ぐこと目的に５つ部会で活動

＜緑の保全部会＞＜ストップ温暖化部会＞＜まちづくり・観光部会＞

＜ごみ減量部会＞＜環境教育部会＞

落ち葉かき（肥料に活用） 布留川清掃（ホタルが棲息）

環境フォーラム 天理ダム視察（小水力発電） 子ども工作教室（ソーラーランタン）















取組におけるボトルネックや新たに見えてきた課題
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・環境共生圏が、地域の事業創造につながることの訴求が難しい。
→モデル事業の実現が必要
ex. ・耕作放棄地の農地復元と脱炭素の融合ビジネス

・里山でのSDGs森づくり事業

・ローカルSDGs、脱炭素推進を進める地域の中核人材、専門人材の発掘が
必要である。
ex. ・若者への環境教育と定着

・厳しい自治体財政、地域経済下での事業化スキームの工夫が必要。

・コロナ禍のため、地域の方々との接触の難しい状況である。



今後の展望
・SDGsの森林づくり

親里競技場を中心に、①人材の森林づくり、②健康の森林づくり、③バイオマスの森林づくり
を大学、関連団体と連携し事業化検討。さらに、隣接する奈良県立文化・芸術村や
他プロジェクトと連携し、バージョンアップを図りたい。

・地域共生再エネモデル事例の具体化、地域再エネ電力設立構想
レジリエンス太陽光発電システム、営農型ソーラー、里山バイオマス活用のモデル具体化と

地域法人、市民が参画した地産地消の再エネ電力事業の内容、体制、事業性などの
構想検討したい。

・ガストロノミーエコツアー
食を通じて地域を理解するというガストロノミーツーリズムにエコロジーを組み合わせて、曼荼羅
に描いたようなエコシティ天理の地域資源を訪ねてもらい、新たな旅の事業を天理大学学生、
ツーリストを母体に行政の支援を受けて行いたい。

・環境人材の養成
エコシティ天理の実現には環境人材の養成が不可欠で、NPO環境市民ネットワーク天理が
「まほろばエコロジー講座」を開講し、検定試験により大学生を中心に環境人材を養成して、
その大学生たちの行動を原動力に、市民の環境意識を高めたい。 学生たちは卒業後も
環境に携わる人材として活躍するよう図りたい。


